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春の全国火災予防週間が2月
2 8日から3月 13日まで
実施されます。お互いに火の

元 、火の取扱いに注意 して火

事 を出さないようにいたしま

しょ うo (消防本部)

輩
は
、
各
学
校
で
、
名
簿
作
成
の
一
と
き
他
人
の
前
で
く
し
ゃ
み
、
咳
を
し

う
え
、
投
与
し
ま
す
の
で
、
通
知
一
帥
種
痘
巻
受
げ
て
、
二
週
間
た
一
な
い
よ
う
に
注
意
し
、
許
せ
る
範

票
の
記
入
は
不
要
で
す
。
一
っ
て
い
な
い
と
き
一
回
で
早
く
静
養
に
つ
と
め
る
と
と

一
例
そ
の
ほ
か
医
師
が
不
適
当
と
詔
一
は
患
者
自
身
の
回
復
を
早
め
る
ば

付

投

与

日

時

、

撞

附

は

別

途

、

一

一

一

め

た

と

き

一

か

り

で

な

く

流

行

を

広

め

な

い
方

町

務

連

結

貝

を

通

じ

、

ま

た

は

今

一

一

昨
年
宣
は
、
全
国
的
に
小
児
一
今
回
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
先
ず
長
一
投
与
さ
れ
る
予

定

で

す

】

蚕

需

要
よ
り
で
お
知
急
し
一
ム
投
与
後
の
注
意
一
法
で
も
あ
り
ま
す
。

マ
ヒ
が
流
行
し
、
と
く
に
、
九
州
事
ワ
ク
チ
ン
を
投
与
し
た
後
六
一
議
室
、
な
ら
び
に
注
意
事
項
三

・

ず

。

五

と

く

に

入

浴
の
制
限
や
食
事
一
山
吉
田
E
E
Z
Z
E

地
区
で
は
、
爆
発
的
発
生
覧
て
一

f
八
週
間
を
経
過
し
て

1
、
2
型
一
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
が
、
た
だ
す
投
与
騒
臣
、

原
則
と
し
て
一
に
注
意
す
急
要
は
あ
り
ま
せ
ん

ZEE-汗
E
E--

ゆ

…

子
を
も
っ
親
を
ふ
る
え
さ
せ
ま
し
一
混
合
ワ
ク
与
チ
ン
挙を投警↑島与且与d
す

Zる乙
三と主
一石昨
産
年
夏
喜
に
生
写
ワ
ク
多
チ
ン
昼を
欽
繁
み
、
一
石
居
住
産
区
戚
努
の
学
震
校
(
寧
学
校
震
霊
区5)
と主一石刷いま妻吉ま品ぞ雲で玄の例では、副罪塁作丘一

た
怒
が
、
章
求
い
、
緊
憲
畠
誌
処
量
誼
と
と
し
て
一

τ
玄
に
佐
な
つ
て
い
ま
す
。
し
た
奈
が
つ
三
て
三
一
すさ
ら
色
に
、

ソ
7lク
ワ
ク
チ

zン(乏注色一
τしま
手
ず
。
一
用
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
具
合
の
悪
一
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
病
原
菌
は
感

生
ワ
ク
チ
ン
を
投
与
し
た
と
と
ろ
一

二
回
の
投
与
妻
け
な
け
れ
ば
な
一む
を
一
ニ
回
以
上
接
種
し
た
人
は
一
ム
飲
む
と
き
の
注
意
つ
ぎ
の
一
い
乙
奈
あ
れ
ば
属
に
と
相
談
吾
の
口
や
騨
の
分
路
物
の
中
に

一
応
凶
行
を
阻
止
す
る
乙
と

が

で

一

り

ま

せ

ん

。

一

今

回
の
投
与
か
長
列
さ
れ
ま
す
一

よ
う
な
子
ど
も
は
禁
症
と
し
て

一く

だ

さ

い

。

一

あ

っ

て

、

妻

、

く

し

ゃ
み
、
咳

き
ま
し
た
。

今
年
の
蔓
も
、
定
一

【
小
児
マ
ヒ
ビ
ー
ル
ス
に
は
1
型

士

実

施

方

法

一投
与
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
一
応
投
玄
そ
の
他
第
一
回
投
与
後
、
互
に
空
気
中
に
散
ら
ば
り
、
と

z
a
B予想
さ
れ
ま
す
の一

2
型
、
皇

室

っ

て、

t
型
に
一
ω一
般
幼
児

(
生
後
三
カ
月

t
六
一与
場
所
で
医
師
に
相
談
し
て
く
だ
一
第
一
一
回
目
の
投
与
通
知
恩
(
奪
一
れ
を
健
康
者
が
殴
っ
て
感
染
し
ま

で、

乙
の
時
ろ
し
い
、

小
児
マ
ヒ

一対
し
て
免
疫
が
で
き
て
も
他
の
型一
芝
は
審
議
員
を
通
じ
て
、
一
さ
い
。
一
を
つ
貯
た
も
の
)
を
会
場
で
渡
し
一
す
の
で
、
患
者
、
健
康
者
と
も
に

を
完
全
に
符
滅
す
る
た
め
、
厚
生
一
の
ビ
ー
ル
ス
に
対
し
て
は
免
疫
は
一
審
に
生
ワ
ク
チ
ン
被
喜
一

ω
季
五
点
あ
量
一
ま
す
の
で
、
第
二
田
章
ま
で
大
一
審
つ
げ
存
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

省

の

特

製

で
県
が
実
施
玉
体
一あ
り
ま
せ
ん
。
従
来
の
予
防
注
射
一
頭
(
通
知
事
毒
付
し
ま
す
の
一
性
の
病
気
、
重
症
な
結
禁
罪
一
事

告

し

て
、
当
日
ど
持
参
く
一
員
会
を
さ
付
、
で
き
る
だ
け
人

一

一

一

一

一

ご

み

の

申

に

は

行

か

な

い

よ

う

に

と
な
り
、
生
後
三
カ
月
か
ら
小
学
一
や
生
ワ
ク
チ
ン
は
混
合
ワ
ク
チ
ン
一
で
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
投
一
心
臓
の
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
と
一
だ
さ
い
。
一

一

一

一

一

一

と

く

に

乱

児

な

ど

は

連

れ

て

行

か

六
年
生
ま
で
の
幼
児
お
よ
び
児
童
一
で
、
今
回
の
ワ
ク
チ
ン
は

t
型
だ
一
与
当
日
、
受
付
け
に
提
示
し
て
く
一き

一

な

お

、

投

与

日

は

三
月
上
旬
の
予
一

c
l

j

一

一

一

一

一

な

い

よ

う

に

を
対
象
に
無
料
で
生
ワ
ク
チ
ン
そ
一け
の
ワ
ク
チ
ン
で
す
か
ら
、

2
型
一
だ
さ
い
。

一例

病
後
で
衰
弱
し
て
い
や
と
き
一
定
で
日
程
が
決
ま
り
次
第
お
知
ら
一

一

一

一

一

一
②
マ
ス
ク
の
使
用
や
、
外
出
か
ら

投
与
す
る
乙
と
な
り
ま
し
た

0
5型
の
ワ
ク
チ
ン
は
日
を
改
め
て
戸
新
入
生
児
童
お
よ
び
小

覧

一村
栄
養
障
害
が
い
ち
し
る
し
い
一
せ
し
ま
す
。
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す

が
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現

在

ワ

ク

チ

ン

が

議

開

購

舗

灘

臨

一

芸

の

予

防

は

こ

う

し

て

一

言

に

不

足

し

、

喜

朗

せ

一
了
一
一
一

d闘
騒

酒

類

機

織

磯

議

畿

北

一

一長
な
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
の

Fム
隠

棚
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議

機

議

議

機

議

竺
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一

可

11Aa;設
さ
主
懇
議
機
L
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
(
流
感
)
が
全
の
高
熱
号
、
頭
、
の
ど
、
宝
な
い
の
で
、
か
か
っ
た
ら
番
、

一で
、
前
述
し
ま
し
た
各
室
で
の

一
か

い

い

機

準

認

翌

一

泌

綴

織

鱗

w
一国
的
に
流
行
し
て
学
級
閉
鎖
左
中
、
腰
、
関
節
が
痛
か
っ
た
り
、
一
塁
に
つ
と
め
て
、
ほ
か
の
病
気
一注
意
を
と
く
に
お
願
い
し
ま
す
。
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mV-J
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肝

心

一

夜

川

義

務

畿

四

一

事
業
所
も
マ
ヒ
ず
る
よ
う
に
猛
旦
は
き
け
が
あ
っ
た
り
、
下
痢
喜
併
発
し
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
一

護

衛

生

課

)

一

3
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J
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J
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は
い
お
議
終
問
機

ど

を

ふ
る
っ
て
お
り
ま
す
。
惑
に
た
り
す
る
乙
と
も
あ
り
、
下
熱
エ
と
と
も
に
早
く
医
師
の
手
当
を
う
一

忌
明
に
寄
付

一滴
訓
齢

一均一一世
……問一一切
一一鴨
川村
一地
掛
一耕
一一…

該

当

児

は

生
後

一
一一

カ

月

i
小

学

六

年

生

川
昨
年
四
月
か
ら
拠
出
制
国
民
年
ま
で
母
子
年
金
が
も
ら
え
ま
ニ
千
四
百
円
が
加
算
さ
れ
一
…

還

が

重

さ

れ

保

険

料

の

第

三

す

。

万

四

千

四

百

円

が

も

ら

え

ま

川

川
期
の
納
期
限
は
一
月
末
日
で
し
年
金
額
は
母
と
子

一人
で

す

。

川
た
。
も
し
ま
だ
納
め
て
い
な
い
一
万
九
千
=
百
円
、
十
八
才
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
が
川

川
か
た
は
早
め
に
納
め
て
く
だ
さ

未
満
の
子
ニ
人
目
か
ら
一
人
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
と
き
川

川
い
。
保
険
料
を
納
め
て
い
る
と
に
つ
き
四
千
八
百
円
、
二
人

ま
た
は
国
民
年
金
に
加
入
し
て
川

…
老
令
に
な
っ
た
と
き
年
金
が
受
分
九
千
六
百
円
が
加
算
さ
れ
い
な
い
と
さ

山
一
給
で
き
る
ば
か
り
で
な
く
身
体

エ
万
八
千
八
百
円
が
も
ら
え
母
子
年
金
も
母
子
福
祉
年
金川

川

障

害

者

や

母

子

家

庭

に

な

っ

た

ま

す

。

も

も

ら

え

ま

せ

ん

。
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で
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い
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わ
れ
い
つ
ど
川

川
知
ら
せ
し
ま
す

。

川

一

た

と

え

ば

保

険

料

を

納

め

て

泣

が

必

要

抗

日

叩

〔
も

し

夫

が

死

:

哨

川
亡
し
た
ら
母
子
年
金
は
国
民
年
金
に
加
入
し
保
険
料

を

り

ま

せ

ん

。

川

川
・
い
く
ら
も
ら
え
る
か
U

}

年
末
澗
納
め
て
い
る
か
ま
た
そ
の
た
め
に
は
国
民
年
金
に
加
W

M

十
六
才
、
十
三
才
、
十
才
の
三
は
免
除
を
う
け
て
い
る
と
き

入
し
、
保
険
料
は
必
ず
納
期
内
川

川
人
の
子
供
が
あ
る
母
親
で
、
も
十
才
の
子
が
中
学
事
業
(
十
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
大
村
市
川

川
し
夫
が
死
亡
し
た
ら
つ
ぎ
の
よ
五
才
)
ま
で
母
子
福
松
年
金
で
は
二
百
三
十
七
人
が
母
子
福
川

川
う
に
な
り

ま

す

。

が

も

ら

え

ま

す

。

祉

年

金

串

請

求

さ

れ

そ

れ

ぞ

れ

w

川
国
民
年
金
に
加
入
し
保
険
料
を
年
金
額
は
母
と
十
五
才
ま
で
受
給
申
で
す
。

川

川
一
年
以
上
納
め
て
い
る
と
き
の
子
-
人
で

一
万
二
千
円
、

(福
祉
事
務
所
)
川

十
才
の
子
が
十
八
才
に
な
る
十
五
才
ま
で
の
子
二
人
目
に

年 多る 野作採 造 す 特く節三
聞いこに 業 な林るに 空 風月 二

てE忠夫昇長22葬祭蓄基弓
協いにのごたり整大すも
力山、始しばま賢事。つ

差進室否交易宅緊密室ま
き がい 完の股林失き つ山
い発注全火が野なおと 1及
。庄 意に入ら内わ乙し事
しし消れ、でれしたの
なて火作まのる、不 多
いおす 業 たたこ貫注い
よそる の 造 きと重意時
うろよ 残 林火になか期
ど しう火地ゃな 森らで

は十ムき未ム
申八接徴 満料松福竹萱西市鈴
込日種 般の 金原軍松瀬大保 田
受 の日し 子 出出出出村険出

努主主手控交書票読書提聖書
際で月 。百二 所課
指す ニ 円 百
示が十 で円 =三
し接七 接、 五百五百百
ま種目 富十六十四十八三五
す日、 の三 十五十五十十a十
。等ニ と才名名名名名名・名

たき火など、の後始末は完全に

山火事を防ぎましょう

(践
林
謀
)

ポ

1
1
の
女
子
開

催
従
業
員
を
募
集

ム
年
令
満
十
八
才
t
四
十
才

ム
応
募
締
切
二
月
二
十
八
日

ま
で
に
車
業
課
に
胞
歴
害
者

出
し
て
く
だ
さ
い
。

ム
募
集
人
員
若
干
名
ム
誌
験

三
月
二
日
午
後
一
時
事
業
課

課
目
H
珠
算
(
加
減
、
乗
除
)

一
般
常
識
、
面
接

三
十
名



な
い
と
控
除
が
認
め
ら
れ
な
い

の
で
一
四
、

O
六

O
円
と

損
な
り
ま
す

と
の
よ
う
に
回
、
七
七

O
円

損
を
す
る
結
果
に
な
り
ま
す
の

で
三
月
十
五
日
ま
で
に
必
ず
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

給
与
所
得
者
で
、
給

与
以
舛
の
所
得
が
あ
る
人
は
も

ち
ろ
ん
申
告
し
て
い
た
だ
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
給
与

以
外
の
所
得
の
な
い
人
で
も
扶

養
親
族
の
氏
名
な
ど
に
つ
い
て

申
請
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
乙
れ
は
後

日
皆
さ
ん
か
ら
扶
養
親
族
の
証

明
申
商
等
が
あ
っ
た
と
き
に
必

要
で
す
か
ら
と
注
意
く
だ
さ
い

申
告
に
つ
い
て
の
税
明

曹
を
申
告
と
同
時
に
各
世
帯
に

配
付
い
た
し
ま
す
の
で
よ
く
説

ん
で
く
だ
さ
い
。
(
税
務
餌
)

保
健
婦
専
門
学
院
の
学
生
を
つ
一
買
、
贈
与
、
交
換
、
主
主
一
日
発
行
の
市
政
だ
よ
り
で
、
お
知
↑

ぎ
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
一
び
法
人
に
対
す
る
出
資
等
を
さ
一
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
提
一

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
一
れ
た
か
た
は
再
抑
制
仰
や
所
得
一
出
し
て
い
な
い
か
た
が
多
数
あ
ら
一

ム
学
院
の
場
所
長
崎
市
中
川
一
税
を
課
税
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
一
れ
る
よ
う
で
す
。

ど
承
知
の
よ
う
一

町
二
一
八
番
地
一
ま
す
の
で
、
乙
ん
な
人
は
二
月
一
に
、
在
外
私
有
財
産
に
対
す
る
謂

ム
願
書
提
出
先
同
学
院
一
二
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
一
求
で
あ
り
ま
ず
か
ら
、
民
法
で
い

ム
出
願
期
日
間
和
三
十
七
年
一
で
に
申
告
と
納
税
を
し
て
く
だ
一
う
時
効
(
十
カ
年
)
が
本
年
の
四

三

月

八

日

ま

で

一

さ

い

。

一

月

二

十

七

日

で

あ

り

、

そ

れ

ま

で

ム
応
募
資
格
川
看
護
婦
国
家
一
な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
税
一
に
請
求
権
の
登
録
を
済
ま
さ
な
い

試
験
受
験
資
格
者
伺
保
健
婦
有
一
醤
省
資
産
資
料
係
に
お
た
ず
ね
一
と
、
個
人
の
請
求
は
、
時
効
に
よ

資
格
者
川
看
護
婦
有
資
格
者
一
く
だ
さ
い
。
(
諌
早
税
務
署
)
一
り
、
失
効
と
な
り
、
補
償
金
に
関

な
お
、
詳
細
は
市
保
険
衛
生
課
一
引
揚
者
在
外
私
有
財
産
請
一
ず
る
法
律
が
で
き
て
も
未
登
録
者

ま
た
は
同
学
院
に
お
問
合
せ
く
一
求
権
の
登
録
は
お
日
ま
で
一
と
し
て
除
外
さ
れ
る
乙
と
に
な
り

だ

さ

い

。

(

保

険

衛

生

観

)

一

一

ま

す

。

未

提

出

の

か

た

は

、

必

ず

i
S
3ミ

ts
一

引

書

私

有

財
産
請
求
権
の
一
二
月
二
十
五
日
ま
で
に
手
続
き
を

交

通

規

則

を

一

登

録

に

つ

い

て

は

、

去
る
二
月
二
し
て
く
だ
さ
い
。

7

弘
一
な
お
、
二
十
六
日
以
後
は
受
付

守

り

ま

し

ょ

う

お

吃

i
i
i
J
m
一

stfsミ
3
ミ

?

一

…

…

挙

挙

…

…

一

げ

ま

せ

ん

。

百

一

室

…

川

一

(

引

一

弱

者

団

体

大

村

支

部

)

一平
φ

…

j

…白川

U
不
必
丈
選
治
一は
絶

好
一の
時
期
一
一…町宮
川一…
票

一…
ぉ
…
事

浪…
日U

…

i

h

i

‘
l

-

薬

剤

配

布

は

お

日

ま

で

一…
日
…
知

山一…
引…

;

、

j

、

，

二
月
十
五
日
か
ら
一
ニ
月
一
日
ま
で

一は
一
部
分
で
実
施
し
て
も
、
義
一
が
、
二
月
二
十
六
日
訟
は
市
価
一
…

…
回
目
時
…

市
内
一
斉
ネ
ズ
ミ
退
治
期
間
と
な
一
し
た
家
は
一
時
的
に
い
な
く
な
り
一
に
な
り
ま
す
の
で
、
二
十
五
日
ま
一
川

仇
iノ

I〆
ω

っ
て
い
ま
す
。
現
在
ま
で
相
当
数
一ま
す
が
、
す
ぐ
他
の
家
か
ら
や
っ

EHL各
警
薬
局
で
購
入
し
、
期
一
川

ia苦
言
け
汁
汁
へ
-
-

麓
の
申
込
み
が
あ
「
て
実
施
し
て
一
て
き
て
、
ド
タ
パ
タ
ず
る
よ
う
に
一
問
中
に
実
施
し
て
く
だ
さ
い
.

い
ま
す
が
、
ま
だ
申
込
ん
で
い
な

一な
り
ま
す
。
一
戸
残
ら
ず
退
治
す
一
(
保
険
衛
生
課
)

い
か
た
は
直
接
も
よ
り
の
護
局
、

一る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
な
お

薬
庖
(
築
業
会
加
盟
庖
)
に
い
っ

一薬
剤
は
ニ
月
二
十
五
日
ま
で
は
集

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
ネ
ズ
ミ
退
治
一
回
用
と
し
て
の
値
段
で
わ
り
ま
す

3
月
3
日
発
明
巡
回
相
談

一一院問問一一⑮股
一般

fド
庁防三

韮主
I三三事

は

一
月
末
に
配
布

発
明
協
会
で
は
つ
ぎ
の
要
領

に
よ
り
発
明
巡
回
相
談
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
か
た

は
ど
利
用
さ
れ
る
よ
う
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

ム
巡
回
相
談
の
内
容
特
許
、

実
用
新
案
出
願
手
続
き
並
び
に

出
願
申
の
諾
注
意
事
項
、
そ
の

他A
日
時
、
開
催
場
所
三
月
三

日
(
土
暗
日
)
午
前
十
時

大
村
市
役
所
議
場

ム
講
師
発
明
協
会
県
支
部
よ

り

(

商

工

水

産

課

)

保
健
婦
専
門
学
院

の
学
生
を
募
集

昭
和
三
十
七
年
度
長
崎
県
立

(二)

所
得
税
確
定
申
告
者
に
は
相
談
所
を
開
設

1
日

l
m日
・
固
定
資
産
課
税

市
県
民
税
の
個
人

申
告
曹
を
各
町
務

連
絡
員
の
か
た
に

お
闘
い
し
て
二
月

末
に
配
付
い
た
し

ま
す
の
で
、
三
月

五
日
ご
ろ
に
な
っ

て
も
お
手
も
と
に
m

届
か
な
い
と
き
は

町
務
連
絡
員
の
か

た
や
、
所
属
の
出

張
所
に
そ
の
旨
申

し
出
て
く
だ
さ
い

個
人
申
告
書
は
、
別
に
郵
送
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
所
得
税
の
確
定
申
告
に

つ
い
て
は
例
年
ど
お
り
説
明
お

よ
び
申
告
指
導
を
兼
ね
た
相
談

所
が
開
設
さ
れ
る
乙
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

市
県
民
税
に
つ
い
て
も
控
除
額

等
は
異
な
り
ま
す
が
、
同
様
の

申
告
を
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
と
れ
ら

の
か
た
に
つ
い
て
は
所
得
税
の

申
告
と
同
時
に
申
告
書
キ
提
出

し
て
い
た
Y
く
よ
う
、
間
務
署

と
同
じ
場
所
で
申
告
の
受
付
、

相
談
等
に
応
ず
る
予
定
に
い
た

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
協
力

く
だ
さ
い
。

税
法
の
改
正
に
よ
り

台
帳
を
ご
覧
く
だ
さ
い

(矛310号)

各
種
の
壁
除
が
拡
大
さ
れ
ま
し

た
が
、
控
除
は
申
告
が
原
別
で

あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
お
知
ら

せ
し
た
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

仮
り
に
事
業
所
得
者
(
農
業
、

営
業
な
ど
。
)
で
総
所
得
金
額

四
十
万
円
・
事
業
専
従
者
一
人

・
扶
繋
親
族
二
人
・
社
会
保
険

料
一
万
二
干
円
・
生
命
保
険
料

一
万
五
千
円
の
人
が
、
期
限
内

に
申
告
曹
を
提
出
し
た
と
き
は

各
種
の
控
除
が
認
め
ら
れ
算
出

税
額
は
九
、
ニ
九

O
円
と

な
り
す
す
が
、
申
告
を
提
出
し

昭
和
三
十
七
年
度
の
固
定
資

産
(
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
)

の
価
格
者
決
定
し
た
固
定
資
産

課
税
台
帳
を
み
な
さ
ん
に
縦
覧

し
ま
す
の
で
、
関
孫
者
は
縦
覧

し
て
く
だ
さ
い
。

ム
日
時
三
月
一
日
か
ら
三
月

二
十
日
ま
で
(
執
務
時
間
中
)

ム
場
所
大
村
市
役
所
税
務
課

な
お
、
固
定
資
産
続
台
帳
に
登

録
さ
れ
た
価
格
に
不
服
の
場
合

は
三
月
一
日
か
ら
三
月
三
十
一

日
ま
で
の
聞
に
文
曹
で
審
査
の

輔
求
を
す
る
と
と
が
で
き
ま
す

た
だ
し
、
基
準
年
度
(
昭
和
三
十

六
年
度
)
の
価
格
を
鋸
置
い
た

土
地
ま
た
は
家
屋
に
つ
い
て
は

昨
年
中
に
地
目
変
換
、

家
屋
の

改
築
古
牢
ん
は
損
壊
、
そ
の
他
乙

れ
ら
に
類
す
る
特
別
の
事
情
が

あ
っ
た
場
合
嘉
藤
い
て
は
審
査

の
請
求
を
す
る
と
と
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

(
税
務
課
)

りよ大村市政だ

所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ

れ
る
人
、
青
色
申
告
を
さ
れ
る

人
に
つ
い
て
は
、
市
県
民
税
の

三
月
の
実
弾
射
撃

陸
上
自
衛
隊
大
村
部
隊
で
は
池

田
射
撃
場
で
実
施
す
る
三
月
の

室
郵
射
撃
日
程
が
つ
ぎ
の
と
お

り
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

ム
実
施
日

1
日
1
3
日、

5

日
l
m目
、
ロ
・
日
目
、
初
日

J
m
日

2=
・・2・・2zzzzz=zz-zz

ミ
-EE--言
ZE---=s=Ez--ZE--zSF

富
貴
男
(
農
林
)
前
田
久
一
(
庶
一
山
口
藤
太
郎
(
同
)
井
手
克
(
福

-
務
)
岩
永
五
郎
(
事
業
)
水
田
富
一
祉
)

【
二
十
年
〕
菊
蛸
綱
国

(

福

一

一

祉
)
原
口
政
一
(
税
務
)
緒
方
彦
一
士
見
(
農
蚕
)
畑
中
純
子
会
痛
)
一
〔
特
別
表
髭
〕

一林
常
雄
(
福
駈
)
福
井
安
雄
(
市
一

と
市
政
に
尽
力
し
?
職
員
二
名
に
一
市
(
市
民
)
田
中
武
雄
(
水
道
)

一民
)
富
田
実
(
水
道
)
高
勝
一
ム
田
崎
喜
久
郎
(
警
)
H公
民

対
し
大
村
市
長
か
ら
霊
安
一記
一
〔
十
五
缶
詰
琢
磨
(
商
一
(
同
)
南
満
雄
(
同
)
深
浦
久
雄
石
蕗
に
尽
力
ム
藤
川
鶴
夫
(
病

室
が
贈
ら
れ
、
被
表
彰
喜
代
五
)
寺
坂
保
三
(
福
祉
)
南
野
圏
一
(
同
)
角
野
正
雄
(
同
)
前
川
健
一
院
)
H十
年
間
無
事
故
運
転

表
し
て
南
野
庶
警
察
答
辞
を
一松
(
庶
務
)
井
本
安
雄
(
建
設
)
一
作
(
同
〉
金
浦
あ
き
ら
(
農
林
)
田
中
一

述
べ
、
全
員
大
村
惑
を
合
唱
し
一渡
海
さ
(
水
道
)
井
原
頼
一
ニ
郎
一
一
一
郎
(
幸
福
田
勇
次
(
同
)
一

て
式
を
閉
じ
ま
し
た
。
，

一
(

竹

松

)

函

茂

(

壁

)

松

本

一

一

被
表
彫
者
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

一

4Zig-a5123i言
語

j
a
-
-
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す

。

(

庶

務

課

)

一川

は

じ

ま

っ

て

か

ら

三

カ

月

後

に

面

に

わ

た

っ

て

重

要

な

役

割

を

二

体
抗
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
県
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

彰

叫

そ
れ
か
ら
二
十
年
、
本
日
乙
乙
こ
れ
も
皆
一
軍
に
先
輩
諸
氏
の

表

ル

に

成
人
の
式
を
迎
え
る
ま
で
、
愛
市
精
神
に
よ
る
献
身
的
な
恵

国

山

絡
戦
後
の
あ
の
悲
惨
な
情
態
か
志
が
一
貫
し
て
流
れ
た
力
で
あ

下
山

長

川

↑
H
口

大

川

る
叫

述

……

を上
山
真

山

写
…

門
一
永
年
勤
続
】

市
制
施
行
加
周
年
記
念
式
典

永
年
勤
続
職
員
な
ど
表
彰

市
で
は
市
制
施
行
二
十
周
年
を

記
念
し
て
、
二
月
十
一
一
日
午
前
十

時
か
ら
全
職
員
が
議
場
に
参
集
し

て、

記
念
式
典
泰
挙
戸
戸
U
ま
し
た

式
は
大
村
市
長
の
式
辞
(
別
項

の
と
お
り
)
市
議
会
議
長
代
理
永

尾
副
議
長
の
祝
辞
の
あ
と
、
永
年

勤
続
職
員
二
十
九
名
(
二
十
年
勤

続
四
名
、
十
五
年
勤
続
二
十
五
名
)

(毎月1日.10日.20日発行〉

時とを 残ださいに決れ!J5う年と
機れあ~さ山漬か昨、 E 書ちのく
にをげれれ積用 L 年河うに昭旨十に

宅ぶ主宮古完Z霊室 1リ奈さ雪書禁
てに盤はる、か推し道る復十えちヨ

2清皇室存参d雰吾号室宍孟きま?
わずに諸でのとー緬整 問加 七と後去
りる 立民ず親 ま環 '5備囲え月が 4 言
でかつが。 閥だ とネぎのてのお市 E

あのてつ がましをら解乙大の百長

ま加しさ 原 を占
"J}え 世 れ動 露 し
。て稿ん力ぢて
本を乙でと市
日新とあき民
のた老るれに
，式に、乙、奉

宮Z露喜霊安
い意い再 捲 る

と苦主義努E
い八人るそ五贈年
た日は価の年与申
だま、額同申者 ζ
くでこのじ主要+
とに月財人た貯万
と申ー 産 かは、同
に告日のち三しをた円たかでニ ー
な主か贈十十かとはを財らの月月間
ぞ塑ら与万四もえ昭乙産贈間三一和
椀一室円年昭る和えが与に十日三
与を月号を申和財三F を他-2十
しニけとに 三産十 十受の自らム
て十たえも十の六ま万仔人ま千年

贈奥税、再評価

税の申告と納税

この一票澄んだ心で胸はって

〔
市
長
式
辞
U

本
日
こ
こ
に
大
村
市
制
二
十
周

年
の
記
念
す
べ
き
式
典
を
挙
行

す
る
こ
と
は
職
員
各
位
と
と
も

に
ど
同
盟
の
至
り
に
思
う
の
で

あ
り
ま
す
。

一
口
に
二
十
年
と
い
い
ま
す

も
の
の
、
そ
の
聞
は
誠
に
迂
余

曲
折
し
、
過
ぎ
去
っ
た
い
ろ
い

ろ
の
事
象
を
閉
い
浮
べ
る
と
き

た
だ
感
慨
無
量
の
一
語
に
つ
き

る
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

わ
が
大
村
市
は
全
国
各
市
の

誕
生
順
か
ら
い
え
ば
百
八
十
八

番
目
じ
な
U
、
大
東
亜
戦
争
が
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成
人
と
な
っ
た
大
村
市

こ
れ
か
ら
が
飛
躍
す
る
時
期

ら
よ
く
脱
却
し
、
他
市
よ
り
も

悪
条
件
下
に
お
か
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
市
民
の
終
始

変
ら
ざ
る
復
興
意
欲
と
市
政
へ

の
協
力
が
立
派
に
実
を
結
び
県

下
で
も
工
業
、
産
業
な
ど
各
方

っ
た
乙
と
を
深
く
認
識
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
と
同
時
に
そ

間
職
務
に
倒
れ
た
物
故
職
員
十

二
名
の
方
々
に
深
く
敬
意
を
表

し
、
か
つ
謹
ん
で
ど
冥
福
を
お

祈
り
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

国
保
被
保
険
者
証
無
効
お
知
ら
せ

被
保
険
者
証
の
番
号
主
氏
名
住
所
無
効
年
月
日
理
由

八
O
O三
三
小
野
光
彦
大
村
市
橋
本
部
年
4
月
1
日

転

出

八
O
六
六
三
闘
回
留
作

。大
村
市
南
野
岳
部
年
8
月
9
日
そ
の
他

昭
芸 f¥

三 3再
土月評
会 15価
高日税
ιまは
璽で
住主 w 

票
積
っ
て

清、、

よ
い
国
よ
い
攻
治


